
１．宇宙開発利用の新たな領域創造への貢献
　2005年から単独でロケットの開発に着手し、大樹町で合計15機のロ
ケットを打上げ、2019年5月には民間企業単独で開発・製造した観測ロ
ケット「宇宙品質にシフト MOMO3号機（以下、MOMO3号機）」を宇宙
空間に到達させるなど、技術的難易度の高いロケット開発が、従来の政
府・JAXAや大手企業によるものだけではなく、ベンチャー企業でも実現
できることを証明。部品は市販の汎用品を用い、エンジンや機体を自社
工場での開発・製造により、従来ロケットの10分の1の低価格化を実現。
「MOMO3号機」と、2019年7月に打ち上げた「ペイターズドリーム 
MOMO4号機」では機体広告や搭載品（ペイロード）、ネーミングライツ
等スポンサー獲得により、1機あたりの開発費を回収し、収益化に成功。

２．宇宙開発利用市場の拡大への貢献
　「MOMO」によって、科学ミッションの他、紙飛行機を宇宙空間から飛
ばす等のエンターテインメントや企業・商品PRを目的とするなどロケッ
トの使い道が拡大。企業版ファンクラブ「みんなのロケットパートナーズ」
を設立、ミッションに共感した18の企業・団体がパートナーとして参画企
業・団体のサポートによりロケット開発を加速。今後、人工衛星から得られ
るビッグデータの活用拡大が見込まれる中、超小型人工衛星を打ち上げ
る軌道投入用ロケット「ZERO」は打上げ需要の獲得が期待されており、
実際に国内外の衛星運用事業者とMOUの締結が進展。「ZERO」は
2023年の打上げを目指している。

３．産業、生活、行政の高度化及び効率化への貢献
　「MOMO3号機」打上げは、32媒体113名に取材され、海外メディ
アにも露出。「MOMO」初号機から4号機までの打上げには町内外から
計17,438人（大樹町調べ）が来訪。宿泊や食事、お土産等の面での経
済波及効果が町内外で多く確認されている。町外からの移住者が大半
を占める社員は、27名まで増加し、会社説明会には定員の倍以上の応

募があるなど、人口減少と高齢化が進む大樹町の活性化に大きく貢献。
地元を中心に、大樹町に新たな射場整備を含めた事業計画を検討する企
画会社「北海道航空宇宙企画(株)」も設立された。新射場を整備した場合
の道内経済波及効果は年間267億円（2017年5月、(株)日本政策投資
銀行北海道支店及び北海道経済連合会推計）。

４．技術への貢献
　調達・取扱いが容易で低価格なエタノールを燃料に使用、ロケット搭載の
電子装置は自社開発、民生の汎用品の電子部品を積極的に採用、調達・加工
が容易で安価な素材を選定、普通の町工場にある設備を使って部品を内製
といった取組により、従来価格の10分の1となる低価格なロケットを開発。
　低価格化により、大学等の研究でも観測ロケットを使いやすくなるほか、研
究以外の分野においても、例えば、エンターテインメントや企業・商品PRな
ど様々な用途への拡大が進んでいる。「MOMO」の開発により、民間企業とし
ては、Space X、Blue Origin、Rocket labに続いて世界で4番目となる液
体燃料・姿勢制御という国内初となる技術を確立。

５．普及啓発への貢献
　打上げにあたり、計5回のクラウドファンディングを実施合計で、累計約
3,900名から9，000万円以上の支援を獲得。月額制のファンクラブを運
営。約400名の会員に向け、開発レポートの配信やファンクラブ感謝祭を実
施。大樹町ふるさと納税の仕組みを活用し、過去3期で合計7,000万円以
上の寄附を集め、誰でも宇宙開発に関われる選択肢を増やしている。こうし
た取組の結果、ロケット打上げに対する注目が高まり、打上げのライブ中継
のほか、継続的にNHKなどの全国ニュースやウェブメディア等にて報道さ
れており、広く宇宙開発利用に関する国内の興味と関心を高めている。

内閣府特命担当大臣（宇宙政策）賞

　受賞者は、2019年5月、北海道大樹町から観測ロケット「宇宙品質に
シフト MOMO3号機」を打ち上げ、民間企業単独で開発・製造したロ
ケットとして、我が国で初めて宇宙空間に到達した。
　同社は、部品の内製化や民生品の活用等により従来価格の10分の
1までロケットを低価格化しており、また、打上げにあたっては、その費
用をクラウドファンディングやロケットの機体広告、ネーミングライツ
の手法も取り入れて募るなど、民間企業ならではの取組を進め、広く
宇宙開発利用に関する興味と関心を高めることに貢献している。

1.宇宙開発利用の新たな領域創造への貢献
本技術は、今後、衛星又は宇宙での長距離通信のインフラストラクチャ

（インターネット網）の構築という宇宙開発利用の新たな領域創造に貢献
する。加えて、ISSや月、火星圏と地球との通信手段、更には月面の探査
ローバやロボットの通信手段など幅広い利用が期待されている。こうし
た宇宙探査の分野の通信手段としての利用を通じて、将来の人類の生存
圏拡大や宇宙での活動領域の拡大に合わせた新たな通信事業の領域創
造にも貢献できる。

２．宇宙開発利用市場の拡大への貢献
情報技術の飛躍的な発展などにより、衛星システムによる通信や画像

データ利用に関する期待が高まっており、欧米を含め、様々な衛星コンス
テレーション運用の計画だけでなく実運用や試験運用が進行し、当該分
野へ盛んに投資が行われている。今後、衛星コンステレーションがイン
ターネット通信網として多用される時代が到来する場合、SOLISSは、高
精度化、小型化・軽量化、低コストによる量産化及び通信品質という価値
を提供できる点に加え、光は電波と比べて広帯域の電磁波であるという
利便性があり、電波チャンネル不足にも対応できる点において有用と考
えられることから、本技術は大容量通信を必要とする衛星間及び地上と
の通信に用いるデータの利活用の促進・拡大の基盤となり、これに関連
する宇宙開発利用市場の拡大に貢献できる。

３．産業、生活、行政の高度化及び効率化への貢献
　光ファイバー中の光速は、光を伝搬させるコア部の屈折率を1.5（石
英ガラスの一般的な値）とした場合に20万km/秒に対し、真空である宇
宙なら30万km/秒となることから、金融サービスに応用可能。また、光
ファイバーの有線ネットワークよりも柔軟な通信インフラを構築できる
ため、SOLISS又はその技術を使用した衛星及び地上局がカバーするエ
リアであればどこでも、将来ブロードバンド・インターネットサービスを提

供でき、生活に貢献できる。また、将来、光通信のみが実現しうる量子暗
号を使用した高度なセキュリティを必要とするユーザー向けのソリュー
ション・サービスも提供可能になる。

４．技術への貢献
光ディスク技術を基礎として小型受信機にレーザー光を途切れること

なく正確に照射し続ける精密指向制御技術やその量産技術などの
SOLISSに実装された技術を応用することにより、ISSと地上との長距
離光通信(1550nm帯の光源を有し、最大1000km程度の距離におい
てEthernetプロトコルで双方向通信)において通信機器の高精度化、小
型化・軽量化（通信部：断面90mm x 100mm、1.2kg）、低消費電力化
（通信時消費電力36W）及び従来よりも低コストでの量産化、並びに、そ
れらを実現しながらの通信容量の確保（100Mbps）及び電波チャンネ
ル不足への対応が可能となる。

５．普及啓発への貢献
　雑誌「Nature」2018年2月8日号におけるISEF2(The 2nd 
International Space Exploration Forum)の特集記事、雑誌「日
経エレクトロニクス」2018年11月号における特集記事、雑誌「月刊
オプトロニクス」2019年2月号における「光ディスク技術を用いた小
型宇宙光通信モジュールの研究開発」の記事にも、それぞれ掲載され
ている。また、株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所と国立研
究開発法人宇宙航空研究開発機構は、2018年2月8日付け及び
2019年7月29日付けにて共同プレスリリースを実施しており、それ
らに関連する新聞等の複数メディア掲載記事がある。
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　株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所と国立研究開発法
人宇宙航空研究開発機構は、将来の衛星間や地上との大容量リアル
タイムデータ通信の実現を目指して、光ディスク技術を利用した精密
指向制御技術による長距離光通信を可能とする小型光通信装置
「SOLISS」（Small Optical Link for International Space 
Station、以下、SOLISS）を共同開発した。SOLISSは、国際宇宙ス
テーション（以下、ISS）上の「きぼう」日本実験棟の船外実験プラット
フォームに設置され、軌道上実証を行っている。

小型光通信装置SOLISSによる宇宙通信インフラ構築への貢献
株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所　岩本匡平、 伊藤大二
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構　澤田弘崇

事例の概要

　宇宙空間における光通信は、現在の電波通信より、高精度、長距離、
セキュリティに優れた通信を可能とし、また、電波チャネル不足の影響
を受けないことから、将来の衛星間、衛星・地上間、あるいは、宇宙探
査の領域での利用が期待される。また、地上の光ファイバーよりも高
速・リアルタイム通信を可能とすることから、地上の光ファイバー網
の代替として通信環境を提供する可能性を持っている。本件取組は、
高精度化、小型・軽量化、低コスト化をはかった装置をＩＳＳ上で実証し
ている点が評価される。

　民間企業単独でロケットの開発・製造・運用を行い、宇宙空間到達
を達成したことは高く評価できる。民間企業ならではのクラウドファ
ンディングやネーミングライツ等の創意工夫を行うことで、収益化も
果たしている。また、メディアへの露出等により、宇宙ビジネスへの興
味関心を大きく惹起している。

選考委員会講評／受賞のポイント

SOLISSシステム概要図

SOLISSフライトシステム

事例名

受賞者

民間企業単独で開発したロケットとして我が国初の宇宙空間到達
インターステラテクノロジズ株式会社

事例の概要

選考委員会講評／受賞のポイント

事例名

受賞者

打上げに成功
した「MOMO3
号機」

高度113.4kmの宇宙空間に
到達

ロケットに搭載するペイロード（荷物） 企業版ファンクラブを設立し、開かれ
た宇宙開発を加速

打上げ成功時のインターステラテクノ
ロジズ司令所内の様子
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